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３．事業の実施状況 

    

平成29年度奈良県計画に規定した事業について、平成30年度計画終了時における事業の実施状

況を記載。 

 

事業の区分 １．医療機能の分化・連携に関する事業 

事業名 【No.１（医療分）】 

病床機能転換事業 

【総事業費】 
10,038 千円 

事業の対象となる区域 全圏域 

事業の実施主体 県内病院 

事業の期間 平成２９年４月～令和２年３月 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

医療機関の機能分化・連携により、効率的かつ効果的な医療

提供体制の構築を図るため、病床機能の適正化に向けた施設・

設備の整備に対して補助金を交付することにより支援を行う。 

アウトカム指標：病床数 

・地域医療構想（高度急性期 1,275 床、急性期 4,374 床、回復期

4,333 床、慢性期 3,081 床）  

・H28 病床機能報告（高度急性期 1,466床、急性期 6,997 床、回

復期 1,997 床、慢性期 3,194 床） 

事業の内容（当初計画） 医療機関の機能分化・連携により、効率的かつ効果的な医療提

供体制の構築を図るため、 病床機能の適正化に向けた施設・設

備の整備に対して補助金を交付することにより支援を行う。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

機能転換 病床数 330 床（平成 29 ～令和元年度 ） 

 

アウトプット指標（達成

値） 

機能転換 病床数 46床（平成 30 年度） 

事業の有効性・効率性 平成 30 年度においては、補助金を活用して１病院が慢性期病床

46床を介護医療院へ転換した。 

（１）事業の有効性（１）事業の有効性（１）事業の有効性（１）事業の有効性    

病床機能を転換し、その地域に必要な医療・介護の施設・設備

の整備を行うことや、過剰な病床を削減することで、効率的かつ

効果的な医療提供体制の構築を図る。 

（２）事業の効率性（２）事業の効率性（２）事業の効率性（２）事業の効率性    

 病床転換にかかる施設・設備整備の補助、病床削減に伴う退職

金の割増相当額や除却損に対する補填を行うことで、病床機能の

転換や削減を促すことができる。 

その他  

 

 

 

 


